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論 説

　日中戦争期における
中国海関総税務司岸本広吉

張　　志　雲
姜　　水　謡

　は　じ　め　に

　ここ十数年来，「ハート研究プロジェクト」(1)が終了した後，しばら
く低迷していた中国海関史研究は歴史学界で再び注目を集めるように
なって来ている。ヴァン・デ・ヴェン（Hans van de Ven）とビッカーズ
（Robert Bickers）の協同のもと (2)，海関史研究が掘り下げられて来た。
中国では陳詩啓の門下生 (3)のほか，呉松弟による海関資料の再整理な
どがあり (4)，以上のような研究成果を濱下武志は「第二代海関史研究」
と呼んでいる (5)。この「第二代海関史研究」ではまだ十分に明らかに
されていない点もあり，日本人関員 (6)の研究がそれである。
　日本人関員は中国海関史と近代中国史において看過できない存在で
ある。日露戦争後，ハートは日本人関員を東北海関に大量に募り，そ
こで鍛えられた日本人税務司たちは後に皆中国海関の要職に就いてい
た。総税務司岸本広吉 (7)，大連関税務司福本順三郎，江海関税務司赤
谷由助らがその好例である。その上，大学や専門学校出身者が多い日
本人関員の素質は他国の関員らをはるかに凌いでいた (8)。なお，日本
人関員の等級と人数は，日本の近代中国における勢力の消長を示す優
れた指標でもあった (9)。日中戦争期において，岸本広吉をはじめとす
る日本人関員はさらに重要な役割を果たし，各地の海関と現地日本軍
との間の橋渡し役を担い，華北・華中・華南で様々な課題に対処し，
中国海関の機能を維持させ続けた。
　日本人関員に関する研究史を概観すると，西洋の学界ではクリフォー
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ド（ ）が最初に岸本広吉を評し，「総税務司署と日本当局との
間で，一種の非公式な仲介者としての役割を果たした」(10)と述べる。
ビッカーズは日英同盟期において日本人関員が中国海関の中でいかに
台頭したかのを究明した (11)。中国の歴史学界においては，陳詩啓の
『中国近代海関史』(12)は岸本について触れておらず，他の学者たちも英
米の総税務司について研究したのみである (13)。唯一孫修福は著書で
1941年から1945年までの間，岸本が中国人関員の生計の維持や中国海
関の存続に尽力したと記述しているが，日本人関員と岸本の総税務司
署に対し，かなり否定的な評価を下している (14)。日本の歴史学界にお
ける日本人関員を扱った重要な論著について，飯島渉 (15)や久保亨 (16)

の研究が挙げられるが，日本人関員について新たな研究を展開してい
るわけではない。なお，吉井文美 (17)は日中戦争期の日本の海関政策，
日本と海関の間で展開された攻防について人事問題を中心に論じたが，
太平洋戦争開戦以降の状況が課題として残され，岸本広吉の活動につ
いても検討されていない。
　総じて言えば，西洋の研究者はヨーロッパの視点からの海関の役割
を重視し，英中・英日関係に注目している。そして，中国の学者はイ
デオロギー面の制約から日本人関員の中国海関に対する貢献について
冷静かつ詳細に論じることができていない。一方，日本の歴史学界に
おいて，日本人関員の研究は初歩的な段階にとどまっているのである。
これまでいくつかの事情によって進んでこなかった日本人関員につい
ての研究を推進し，日中関係が最も悪化した時期に彼らが果たした役
割を解明することで，中国海関のコスモポリタリズム (18)が中国の国際
金融市場における信用の維持や国際強権の干渉に対する抵抗にいかに
貢献したのかを理解できるものと思われる。また，中国の各地（華北，
華中，華南）で汪精衛政権が直面した困難とその制圧のしかたは，各地
海関における日本人関員の活動が反映されたものととらえられるため，
日本人関員についての研究は汪精衛政権史研究にも不可欠な一環と言
えよう。
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　以上の先行研究を踏まえて，本稿は主に南京の中国第二歴史 案館
の公開資料と，ロンドン大学東洋アフリカ研究学院（SOAS）所蔵“Sir 

Frederick Maze Papers”の中の1937年から1941年までの岸本広吉に関す
る資料，さらに広東省 案館所蔵の岸本広吉の総税務司時代における
華南の各関税務司との間で交わされた電報や秘密文書を用いて (19)，日
中戦争期における岸本広吉を中心とした中国海関全体の状況について
叙述する。

　 1．日中戦争勃発後の岸本広吉（1937̶1941）

　日中戦争勃発後，英籍海関総税務司メーズは，国民政府に随って上
海から移転することはせず，海関が伝統的な中立政策を保持し，依然
として全中国（東北を除く）の海関を統括している旨を宣言した。上海
という孤島の中で1937年から1941年の最も困難な時期を乗り越える中
で，英国人総税務司メーズと日本人総務科税務司岸本広吉の間に緊密
な協力関係が築かれたことは，中国の海関が生き残る上での重要な条
件であった。
　この時期において岸本広吉をはじめとする日本人関員は，すでに中
国海関と日本当局との間の緩衝，そして「ある種の非公式な媒介者」(20)

となっていた。例えば，天津海関常務税務司の赤谷由助は，天津地区
の「非公式な媒介者」であった。1938年に英日関税協定が議定された
後，英国人税務司のマイヤーズ（Myers）は，「赤谷由助は私の代理で，
関税が直ちに正金銀行に預け入れられているかを監督することになる。
私はすでに，必要な措置をとることのできる権限を彼に授けることで，
これらの税金に対し適当な審査を行えるようにした」(21)。このような
形の協力は津海関，江海関や厦門関など日本軍占領地域の地方海関に
おいても広範に行われ，津海関の税務司マイヤーズ（1904–1950年。括弧

内は海関での勤務期間，以下同じ）の補佐役が，その後常務税務司の石井
孝助（1915–1945年）に，江海関税務司ローフォード（L. H. Lawford）の
補佐役は，税務司の赤松由助（1907–1942年）と行政税務司の根岸欣三
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（1926–1945年）に，厦門関税務司卓爾敦（K. E. Jordan）の助手は，吉田五
郎になった (22)。
　こうした日本人関員の重要性に鑑み，岸本広吉は1940年 2月の時点
で勤続35年に達していて，海関の規定では退職することになっていた
が，メーズは「〔岸本の〕退職案をしばらく見合わせることに」(23)した。
このときは汪精衛政府がまもなく成立する時点でもあり，岸本はメー
ズに，
汪精衛の新政府は，おそらくメーズ氏を彼らの総税務司に任命す
ると同時に，海関の分裂を避けるため，重慶政府の総税務司も続
けさせ，重慶政府の非占領地域の海関行政を担わせると思われま
す。もし，メーズ氏がこの任命を拒否すれば，新政府は威信を保
つために，彼ら自身の総税務司を選ばざるを得なくなるでしょう。
しかし，もし氏がこの任命を受ければ，重慶政府もまた彼を免職
し，新しい総税務司を派遣するでしょう。……上述した二種類の
状況は，どちらにせよ海関の分裂をもたらし，外国の利益に損害
を与えるものです。……こうした結果を避けるため，総税務司は，
新政府の任命を受け入れず，また，拒絶もしないという立場を示
す必要があります。……新政府が監督を通して海関に突きつける
要求は，およそ同政府の立場から見て理にかなったことであるな
ら，不可抗力を口実に，その通りに処理することを占領地域の各
海関の税務司に許可しなければなりません (24)。

と報告し，中国海関の保全を図るため，汪政府と事実上の協力関係を
築く必要性を力説した。メーズは岸本のこの意見を受け入れた。汪政
府の財政部長周仏海が就任後に発した第 2号の命令は，メーズが「留
任」し，「全国〔重慶政府を含む〕の海関税務司の任務執行を指揮すべ
き」(25)という内容だった。周仏海にとっての当面の急務は，汪政府の
財政収入を増やすことであった (26)。もし煙草税と砂糖税の徴収をメー
ズに委託すれば，中国海関は全中国の税収を増加させ得るが（27），彼を
更迭した場合，汪政府の財政に要らざる動揺をもたらす可能性を否定
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できなかった。
　メーズと岸本という英日コンビによる海関行政の融通性は，汪精衛
政府における海関の地位を安定させた。だが，1941年12月 8日に真珠
湾攻撃が勃発し， 2日後，メーズは免職され，岸本広吉が総税務司職
を引き継いだ (28)。岸本は関員にむけて「私は，関員の諸君がこれまで
と同様に，海関独特の，効率的かつ廉潔で忠実な勤務を維持してくれ
ると信じている」(29)と発言した。さらに，岸本は周仏海と関務署長の
張素民に向けて上申書を提出し，海関の独立行政の伝統を存続させる
よう求めた (30)。

　 2．総税務司時代の岸本広吉（1942–1945）

　（ 1）総税務司署の改組
　太平洋戦争が勃発すると，221名の英米籍関員が解雇され，海関の管
理という面で岸本広吉にとっての大きな痛手となった。この時，日本
軍は台湾と日本から大量の関員を中国海関に派遣し，日本政府は大学
新卒者の他，外務省と陸・海軍省からも有能で経験豊富な官吏を派遣
した。日本人関員の配置が終わった後，岸本の当面の急務となったの
は中国人関員を味方に引き入れることであった。彼は片腕となる中国
人関員を一人見つける必要があった。第一の候補が漢文処長の丁貴堂
だったが，丁は総務処長への就任を拒み (31)，さらに1943年 3月に重慶
に脱出して，重慶総税務司署から総務科税務司に任命された (32)。海関
キャリアが丁貴堂に次いで長い中国人関員は，人事処長の裘倬其であっ
た。裘は岸本の条件を受け入れて財政処長に就任し，岸本の「片腕に
して首席参謀」となって，「常に関員の福利を最重要視し，その外交手
腕によって，関員たちは物価が高騰する中でも生計を維持することが
出来た」(33)。
　 1942年 8月，岸本は上海総税務司署と地方関税税務司の改組を成し
遂げ，中国籍と非同盟国籍の関員全員を留任させた。岸本は，重慶総
税務司署が管理する海関を排除し，青島関，蘇州関，福海関，浙江関，
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拱北関，九龍関，杭州関，鎮江関，さらに税務専門学校とロンドン弁
事処を廃止した (34)。その後，汪政府の方針の下で満洲国との「貿易は
対外貿易に変わり……その他の海関行政上においても，満洲国を独立
国と見なす」(35)ことを正式に承認した。これらの改革は1937年以前の
海関体制を汪政府の実際の勢力範囲に合わせて調整したものに過ぎな
かった。
　岸本は海関の団結を高めるため，「全海関本位主義」という言葉を考
案した。汪精衛宛の書簡の中で岸本は，「全海関本位主義」の意味する
ところについて次のように明らかにしている。
即チ各地海関税務司ニ於テハ，地方的見地ヨリ事物ヲ判断セズ，
全海関ノ立地ヨリ判断スル事，又関員各自ニアリテハ，旧時代ノ
自由思想ニ捉ハレテ，個人個人ノ権益□□之主張スルト見ラルル
ガ如キ態度ヲ一擲シ海関ニ於ケル自己ノ職務ヲ通ジテ上述ノ大目
標ニ邁進スル覚悟ヲ固ム可キ事ニ有之候 (36)。

　全海関本位主義の提唱は，岸本広吉による海関体制の改組が，その
実は革命に近いものであったことを表していた。改組の目的は，海関
の元々の人事制度を徹底的に変革することにあったが，その中で最も
代表的なのは，全く新しい官職の命名法を定めたことである (37)。
　海関の職員リスト（Service List）は，1875年に編纂された第 1期のリ
スト以来，官位順に記されてきた。すなわち，Commissioner, Deputy 

Commissioner, First Assistant A, First Assistant Bといった順で，以下続い
ている (38)。そして，それぞれのポストは，関員の氏名の後につけられ
た脚注の中で説明されている。たとえば1940年の Service Listでは，
Kishimoto, H. の後に，脚注でChief　Secretaryと記してある。しかし，
岸本広吉は1942年以後，この67年間続いた編纂形式をとりやめ，官位
順ではなく，ポストの順に名前を記すよう改めている。各処科長は人
数が固定され，責任を負う関員も固定されていたから，関員の官位は
副次的な情報になっていた。この新しい命名法は分かりやすく，混同
を防ぐものであった。
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　さらに，岸本は「内班」と「外班」という官職名を廃止した。そこ
には，深い意味が内包されていた。それは，19世紀から残された海関
の内外班の問題と，その裏に隠された中国籍と西洋籍の関員の問題で
ある。メーズの時代，徴税項（Revenue Department）は内班と外班に分か
れ，内班は文書管理職，外班は労務執行職であり，内班の大半は西洋
人，外班の大半は中国人だった。外班は待遇面で内班より遥かに劣っ
ていたので，中国人関員たちは平素からこの内外班人事システムを嫌っ
ていた。1927年 3月，江海関の広東省籍関員は各省の関員を一致団結
させ，「権利の向上，待遇の改良，関税自主権の回復」をスローガンと
する「全国海関外班華員倶楽部」総部を上海で発足させた (39)。1928年
4月，外班華員倶楽部総部代表団は各地の倶楽部と協力し，江海関税
務司メーズに「中外職員待遇を均等にすべき」など五項目の要求を提
出していた (40)。職員待遇の中外格差是正に関する中国人関員のこのよ
うな持続的な運動を背景に，1935年に丁貴堂が人事制度の改革を提案
した。その提案の中の「欧米の税関行政視察報告〔考察欧美関政報告〕」
には，「多くの事例において，外班関員の仕事は内班よりも重要であ
る」，「過去数十年にわたって，多くの新卒大学生が外班の仕事に参加
して来たが，彼らの学力知識は決して内班の職員に劣るものではない。
したがって，総税務司署は，こうした内外班関員間の不平等待遇をこ
れ以上許容してはならない」，その上，「高位にある内班の関員も，外
班で若干の期間訓練を受けるべきであり，それでこそ仕事も順調に遂
行出来るようになる」(41)と書かれていた。
　提案が行われた1935年当時の段階では，この建議はメーズによって
否決された (42)。しかし，岸本が総税務司に就任すると，彼は賛否の表
明を控えていたそれまでの立場を棄て，丁貴堂の1935年の主張を実行
に移した。彼は，次のように述べている。
「内班」と「外班」は，何年も前から，そのいかなる存在理由（raison 

d'être）も失われていた。近年，関務と人員の専門化という傾向の
下，職務内容をより的確に表した役職名をつけることが絶対的に
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必要になっている。こうした必要性に対処するため，私は官職名
を改め，「内班」は「行政人員」（ ）に，「外班」は
「監察人員」（ ）と「估験人員」（Appraising and Examination 

）にする。「估験人員」は，特別〔退職後再雇用された〕関員と験
估，験貨等を任務とする関員全てを含む。（中略）估験人員が負担
する業務は日増しに増加しているので，総監査官（Senior Chief 

Tidesurveyor）と総鑑定官（Senior Chief Appraiser）の二つのポストを
設置する。最後に強調しなければならないのは，験估と験貨の幹
部関員を副税務司級に昇格させるという元々の〔メーズが制定した〕
やり方は，完全に失敗だったということである。新しい人事体制
では，総監査官と総鑑定官が副税務司級の待遇となる (43)。

　岸本の改革は，間違いもなく理にかなったものであった。岸本が総
監査官（監察人員の最高層）と総鑑定官（估験人員の最高層）を設置した
後，外班の熟練した関員たちの地位と待遇は見事に向上した。しかし，
岸本はほどなくして，総鑑定官が験估と験貨の関員を管理するという
方法は，各海関の管理上の問題を引き起こすことに気付き，験貨の関
員を監察人員の中に戻した。そのため，「監察人員」は，「監察及び験
貨人員」となった。
　上述したことの他，中国人関員と西洋人関員の扱いを同等にすると
いう問題についても，岸本は形式の面で尽力した。例えば，各海関の
事務室に掛けられていたハートの肖像は，海関における西洋の影響を
暗示するものであったため取り外し，孫文の肖像に代えるよう命令を
出している (44)。
　しかし，もう一方では，岸本は海関における日本支配の強化にも乗
り出した。海関業務で使用される言語は，1854年以来英語であった。
だが，岸本は1942年 3月に，「文書においても，日本語を公用語としな
ければならない」(45)との命令を下し，また，日本語試験の合格者のみ
に昇給や昇進の機会を与えることとした (46)。1943年 8月には再度総税
務司署に対し，「本署の訓令や指令に英語を使用していた従来のやり方
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を一律に廃止し，以後，命令文の本文は中日両国の言語を使用するこ
とするように」(47)との命令を出している。このほか，岸本広吉は関員
全員の給与を一律に日本円で支給した。それは中国人関員と西洋人関
員の間の給与の格差を縮小するものだった。なぜなら，西洋人関員の
給与の半分は関平銀と法幣，半分はポンドによって払われ，一定の為
替レート（関平銀 1両が 1シリング2.25ペンス）に固定されていた (48)。日
中戦争の勃発後，法幣の価値が大幅に減少したが，英貨配当のレート
は変わらなかったため，中国人関員と西洋人関員間の給与の差額が，
元来設計されていた25％から30％の間を大きく上回り，二～三倍にま
で拡大してしまったのである。つまり，岸本広吉の改革の中には，日
本による支配の強化が不可避的に存在したが，中国人関員を保護しよ
うという彼の意志も含まれていたのである。

　（ 2）地方海関の問題
　汪精衛政府の統治権の性質は華北，華中と華南地区でそれぞれ異なっ
ており，岸本広吉の海関にもまたそれぞれ異なった影響を及ぼした。
　華北では，岸本広吉が直面していた海関の問題は，汪政府と華北政
務委員会との間のゆるやかな主従関係に起因した。汪政府は，実際は
二つの協力政府（華中の維新政府と華北の臨時政府）のゆるやかな結合に
過ぎなかった。華北の中華民国臨時政府は，1940年の南京汪政府成立
後，華北政務委員会へと改組されたが，汪政府の華北政務委員会に対
する統制力は弱かった。華北政務委員会が任命して派遣した海関監督
の華北海関に対するペテンや暴力は，華北海関にとって最大の妨げと
なっていた。華北政務委員会の海関監督を管轄する部門は財務総署で
あり，汪政府の関務署ではなかった。財務総署管轄下の海関監督は様々
な形で利益をかすめ取ろうとし，たとえば津海関の監督は「関税免除
手形（Duty Exemption Huchao）発給の権利」を利用し，「数えきれないほ
どの手形を発給」して，甚だしきに至っては，「その権利を譲渡して」
暴利をむさぼった (49)。膠海関監督は，「華北政務委員会がその傑出し
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た貢献に対する褒賞として600元を増俸するが，膠関税務司がその分の
支出を負担しなくてはならない」(50)と言明した。また，同監督が「自
動車を修理しなければならないので，財務総署が青島関に対し，連合
銀行準備券239.9元を支払うよう要求した」(51)。東海関長税務司の報告
にも，「津海関税務司が告げるには，華北政務委員会の津海関監督が，
津海関および東海関，威海衛分関に対して， 3月の海関罰金の15％を
津海関監督に譲渡するよう要求した」(52)とある。
　海関監督のこうした嫌がらせは確かに苛立たしいものだったが，岸
本広吉にとって本当に深刻な問題は，やはり華北政務委員会がほとん
ど半独立の自治権を持っていたことだった。津海関長の黒沢二郎は，
岸本に次のように報告している。「華北政務委員会が手配した一連の訪
問行程では，関税，金融およびその他の戦時経済に関わる問題を全て
学んだ上で，いくつかのデータを提供するようにとの要求があった。
しかし，一部の特別な報告表については，私はそれを提供することは
出来ないと述べた。こうした状況の中，華北政務委員会は，現行の海
関体制を主導し，維持したいと望むだろう。それゆえ私は，過去に上
海で貿易統計のデータを統一的に処理して来た方法は，すでに通用し
なくなったと考える」(53)。より深刻な問題として，華北政務委員会と
蒙疆連合自治政府が「日用品交換免税協定」を締結したことがある。
黒沢二郎は，協定締結が「天津海関と秦皇島関に深刻な影響を与え，
海関の地位を跡形もなく消し去ってしまう」(54)と考えていた。
　これら二つのケースは，いずれも海関の元来の行政様式を損なうも
のだった。総税務司統計署は，全国の貿易データの統計を編纂する部
門であり，また，腐敗防止を監督する重要な機構だった（統計処によっ
てデータが計算・編纂されるため，各地方は，海関税収に細工を加えることが

出来ない）。しかし，華北政務委員会が華北海関の貿易報告表を取得し，
自らデータの編纂をしようとするのは，利益をむさぼる意図によるも
のとはいえ，海関に対する統制を強めるためである。より問題が深刻
だったのは，上述したように華北政務委員会が蒙疆連合自治政府と免
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税協定を締結したことであった。なぜなら，華北政務委員会と蒙疆連
合自治政府は名目上はいずれも汪政府の管轄下にあるにもかかわらず，
協定の締結は，華北と蒙疆を事実上独立自治の地位におくもので，汪
精衛本人でさえ関与することが出来なかったからである。まして，岸
本広吉にそのような力がなかったことは言うまでもない。
　華南地区では，岸本はまた違う性質の問題に直面していた。華南は，
太平洋戦争勃発後，実際に戦闘が行われた地域だった。広州は日本陸・
海軍が南方作戦を実施する上での重要な前進基地だったので，華南海
関の中心たる粤海関も直接的な影響を受けていた。1942年 5月にビル
マが陥落する前，華南沿海地区は常に第23軍の厳格な監視と統制の下
にあり，岸本広吉は，日本軍憲と海関の間で発生した数多くの衝突事
件を処理し，また，南方作戦終了後の貿易再建問題にあたることを余
儀なくされた。日本陸軍は，華南地域において占領権を行使する際に，
日本人海関長の意見を全く聞き入れなかったのである。瓊州海関長の
原俊雄は，「真珠湾攻撃が情勢全体を変えた。日本軍のスポークスマン
は，全ての海関財産は敵方の財産であり，日本軍によって管理される
必要があると発表した」(55)と報告している。
　英米籍の関員が全員免職された結果，粤海関も同様に人手不足に陥っ
ていた。だが，総税務司署と異なり，地方海関では，日本人関員が軍
の徴兵令を受ける可能性があった。しかも，日本政府は経験豊富な関
員を総税務司署には派遣したが，地方海関には送らなかったのである。
そのため，各地の海関は，メーズが1937年以後に募集した日本人の等
級外の幇弁の中から，経験豊富な関員を抜擢することとなった。関員
を大量に抜擢したことで，当然ながら腐敗問題も同時に発生した。岸
本は粤海関税務司代行の藤崎鋭樹に「不正行為だが，処罰するに足る
十分な証拠がないもの，あるいは，その廉潔さを疑うべき理由がある
関員について，報告する」(56)よう要求している。そこで藤崎は，香港
から広州に「30包の絹糸，人造絹糸と綿布（法幣52.674元の価値）」を密
輸したことに関わる事件を報告した (57)。華南の海関の腐敗問題は，華
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北や華中に比べても，明らかに最も深刻だった。その根本的な原因は，
華南地域の第23軍が恣意的に占領権を行使することであった。例えば，
第23軍は，「偽の準備券一千万元を運び，〔広州の〕街中で使用」しよう
としていた (58)。
　このようにいくつかの大きな問題に直面していたが，岸本広吉にとっ
て最も重要な問題は，やはり華南地域の貿易を回復することであった。
もし岸本が海関の独立行政の地位を保持しようと考えるのであれば，
その最も有効な方法は，汪政府に安定した関税収入を提供することだっ
たのである。そのためには，南方作戦のために運営を停止していた江
門，拱北，九龍の各関が，元々の貿易量を回復するべく準備を進める
必要があった。このような状況において，岸本広吉が最初に着手した
のは，戦争による損害が比較的少なかった江門と拱北の貿易再開であっ
た。粤海関から副海関長浜野憲郎，黒沢俊雄と江藤一男が，在広州日
本総領事館からSato(59)が派遣されて調査した後，「1942年 5月 1日に
江門が再度開かれた」。だが，江門が独立した海関になるか，分関であ
るべきかについて，浜野憲郎は次のように提言している。
一，もし，独立海関にするならば，海関長と各科の責任者を任命
しなくてはならない。それは，不必要な支出をともなう。将来，
江門の税収は，おそらく人件費を賄うには不足するだろう。二，
もし，粤海と江門の関員を別々にすると，臨時に必要がある場合，
粤海の関員を江門に派遣するのは困難である。なぜなら，粤海と
江門関は，総税務司署に申請し，配置移動令を得た後でなければ
移動が出来ないからだ。それゆえ私は，江門関は分関になるか，
あるいは粤海関の下に置かれることを提言する。そうすれば，私
が管理する関員が，二カ所の間を自由に移動出来るからだ。あな
たは，九龍関貿易について調査するよう私に命じられた……(60)。

　珠江の河口右岸の江門と拱北の貿易量は，左岸の九龍関に遠く及ば
なかった。浜野憲郎が江門と拱北を調査中，「日本憲兵はすでに，九龍
の貿易再開は許可しないと通知して来た」(61)。他方で，藤崎鋭樹は，
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左岸の「深圳関站」の再開と「香港の国境貿易再開」を計画していた。
もし，深圳関站を再開すれば，海関は日本憲兵に対して，九龍に「広
深連繋弁公室」を設置するよう説得し，将来の九龍関再開の基礎とす
ることも出来たからである (62)。その後，1942年 6月に南方作戦が終了
すると，「日本憲兵は，広州－香港間の貿易再開を計画した」(63)。これ
に対し，粤海関から派遣された黒沢俊雄は，深圳宝安を調査した結果，
関站開設は望ましくないとの結論を出した (64)。だが，藤崎鋭樹は，日
本憲兵の求めに応じるため，「もし関站を再開するなら，関員の規模
は，最も経済的な程度にまで縮小すべきである」(65)と提言した。同年
7月，黒沢俊雄は再度九龍に行って海関再開の可能性を調査した結果，
やはり再開は不可能だと考えたが，在広州日本総領事館は1942年末まで
に海関を再開しなければならないと表明した (66)。
　 12月になり，山田直志が再度調査に赴き，貿易再開を確実に保証す
るため，「日本軍特務組織の沢機関」と「三廠（Sam chong）憲兵本部」
を訪問して，沢機関の憲兵連絡官 Ibaragi(67)とFukui(68)領事に話をつけ
た後 (69)，「海軍武官府を訪ね，密貿易の捜査について話し合った」(70)。
岸本広吉は，最後にはやはり日本憲兵の決定を尊重して，広州－香港
間の貿易を再開し，江門，九龍と拱北関站を復活させた。同時に，粤
海関員の専門的な判断を尊重して，粤海関長の人事管理を簡便にする
べく，全ての関務を粤海関の下に置いた。
　華中海関の問題は，華北や華南ともさらに異なっていた。汪政府が
直接統制下に置き，人口が多く物産も豊かな地域である華中の問題は，
一，課税基盤をいかにして拡大するか。二，華中関員が大後方に逃走
するのをいかにして解決するか（華北や華南に比べ，華中地域では関員は
容易に大後方へ逃走することが出来た。華北は交通が不便であり，華南では，

広東省と広西省の間で日本軍が固守する前線を通過しなくてはならなかったか

らである），であった。
　汪政府は，メーズ時代に重慶政府に利益をもたらした税務政策を修
正する他，財源を拡大するため，税務総局を設立して，「桐油，茶葉，
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豚毛，羽毛に対して臨時特税を課税」し，価格の10％から20％を徴収
した (71)。こうした方針の下で岸本広吉は，各海関に対し，「海関は臨
時特税を直接徴収はしないが，もし，海関長のいる港にまだ税務分局
が設立されていなければ，海関長は臨時特税を徴収する必要がない。
しかし，税務分局がすでに設立されているなら，臨時特税を徴収する
必要があるので，海関長は税務分局に必要な援助を提供しなければな
らない」(72)と命じている。そして，「国産・外国産の砂糖類」に「12％
の臨時特税」，「石鹸製品全てに70％の臨時特税」(73)，「酒類商品に400％
の臨時特税」(74)，「麦粉に100％の臨時特税」(75)を課した。
　しかし，汪政府が新しく開拓した最大の財源は，臨時特税ではなく，
省間貿易における転口税であった。太平洋戦争勃発前，中国に輸入さ
れる貨物は，中国のどの開港場においても通関させることができた。
だが，戦争勃発後，汪政府は密貿易取締りのため，国際貿易は沿岸の
開港場からのみ通関することを許可した。そのため，長江の開港場は，
みな転口税局と転口税徴収所へと変わった。そこで，岸本広吉は，江
漢関 (76)，杭州関 (77)，蘇州関 (78)，安慶関 (79)，蚌埠関 (80)に転口税局を設
立し，南京，蕪湖 (81)，寧波 (82)に海関転口税徴収所を設立した。
　これら転口税局と徴収所の主要な目的は，太平洋戦争による国際貿
易衰退に対応するために財源を創出するというものであったが，その
他，メーズの時期に重慶政府にとって有利に設定された転口税に対処
することも想定されていた。例えば，1938年に重慶国民政府の財政部
は，「およそ蕎麦糠，高粱，トウモロコシ，粟，豆餅，棉子餅，落花生
餅，菜子餅とその他の子餅（砕餅と粉を含む），および税則でまだ指定
されていない雑穀と雑穀粉，また各種国産肥料については，開港場を
行き来するものを除き，この命令が到着した日から，一律に転口税を
免除する」(83)と発表した。メーズは，これらの政策を継続的に執行し
ていたが，岸本広吉の就任後，汪政府は当然これらの「転口税免除」
政策を全て廃止した。その後，輸出税の税金払い戻しやその差額につ
いても，岸本はやり方を改訂した。すなわち，メーズの時代は，どの
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海関においても，輸出税や差額の払い戻し手続きを行うことが出来た
が，岸本はこれを，「元々出港した海関でのみ手続きを行うことが出来
る」(84)ように改めた。そのようにすることで，商人が重慶海関から輸
出した後，岸本の海関で税金払い戻しの手続きを行うことを防止出来
たのである。そのため，汪政府はただちに転口税の税率を上げ，「海関
が輸出税および輸入税を徴収する際，従来はいずれも数量によってか
ける税〔従量〕と価格によってかける税〔従価〕の区別があったが，本
部は税率を調整し，国庫を豊かにするという見地から，輸入税の従量
税に30％の臨時付加税を加え，転口税の従量税に100％の臨時付加税を
加えることにした」(85)。だが，汪政府の関税の中に「従価」と「従量」
の二つが同時に存在したことは，結局徴税上の困難をもたらしていた。
そこで，岸本は，「本年七月一日から，現行の転口税則の中で従量税と
していたものを廃止し，一律に従価による徴税と改めるべきある」，
「従価の 5％を徴税する」，「新税率施行後，転口税従量税の100％を臨
時付加税とする現行の制度は廃止すべきである」，「現行の転口税則（民
国二十六年の転口税則）が最初に制定した従価税率は変更せず，従価徴
税貨物の価格見積もり法もそのままとする」との提言を行った (86)。半
年後，岸本はさらに輸入税の税率調整にも乗り出した：
一，従価税率は， 5 %，10%，15%，20%，25%，30%，40%，

50%，60%の九級に分かれる。
二，重要な産業資源開発用物資および生活必需品の税率は削減し，
生活に差し迫った必要のない物資の税率は上げる……。

三，現行の，輸入税の税率に応じて徴収している 5 %の水害附加
税と 5％の関税附加税，輸入従量税の30％の臨時附加税は，
全て免除を求める。

四，従価徴税貨物の納税価格は，開港場において通用している貨
幣でこれを計算することにし，海関の金単位制度は廃止する。

五，従価徴税貨物の納税価格は，市場価格から適当な利得，費用
と関税を除いた額を基準とする。ただし，実際の陸揚げ価格
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と上述の納税価格の間に大きな差がない場合は，陸揚げ価格
を採用しても良い (87)。

　実際，岸本広吉の輸入税改革は，近代中国史の中で非常に積極的な
意義があった。それは，中国の関税が19世紀の中英天津条約での「従
量」徴税から「従価」徴税へと最終的に変わったことを意味していた
のである。1842年の中英南京条約が調印された後，中国の対外貿易で
は，当該時点の商品価格の 5 %を基準とし，輸出入品に対して従量税
が課されていた。もともとこの 5 %の従量税は19世紀半ばにおいては，
比較的に先進的なやり方であった。なぜなら，当時は商品価格が不透
明だったため，従価徴税は商人の脱税行動につながりかねなかったか
らである。しかし，同時に従量税は次のような多くの問題を招いた。
一，物価は自然に上昇するため，1843年に制定された従量税を数

十年後の価格が増えた商品にそのまま課する場合，徴収され
た税額は商品価格の 5 %より低くなる。

二，もし中国が自由に従量税を上げられるなら，前述の問題は解
消されるはずであるが，協定関税と最恵国待遇の掣肘により，
中国側は単独で関税の引き上げができない。このため，「北京
議定書」の第六条は「現行輸入税率ヲ現実五分税ニ引上ル」(88)

と規定し，さらに1902年に「続修増改各国通商税則」（Revised 

）(89)が批准された。しかし，新しい税則は
依然として従量税であり，問題は未だに解決されていなかっ
た。したがって1925年，中華民国臨時執政府臨時執政段祺瑞
は再び関税自主会議を開き，関税の引き上げを企図すること
となった。

　国民政府は1931年に正式に関税自主権を獲得したが，その徴税の形
式はやはり従量税であった。1930年代に入ると，各国政府は調査と統
計によって物価の変動を的確に把握できたため，すでに従量税の形式
をとる必要性はなくなっていた。しかし，中国海関では慣行が踏襲さ
れ，従価税に一本化する改革は行われなかった。そうすると，物価の
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上昇による実際の関税収入の減少を防止するためには，中国政府は定
期的に従量税を上げなければならない。つまり岸本広吉のやり方は，
従量税を徹底改革し，商品の数量ではなく，価格を基準に課税を行う
ものだったのである。従価税への一本化という時代の潮流の中で，中
国海関においてこの改革は必要不可欠のものだった。

　（ 3）日本人関員の結末
　 1943年10月，重慶政府と米国政府が日本に対して反撃に転じたこと
により日中戦争の戦局は逆転し，岸本の海関運営に大きな打撃をもた
らした。
　重慶と汪政府が両立不可能な対立関係にある中，岸本広吉が直面し
た最大の問題は，関員が相次いで退職したことである。情勢が日に日
に困難なものとなっていく中で，岸本広吉が採用したやり方は海関の
規模を急速に縮小するというものだった。岸本は同時に，総税務司署
と地方海関の内部の不必要な部門を廃止した。1945年に入って日本の
敗北はすでに決定的となる中で，岸本は，まず，「東海，厦門の両関が
設置した海務科は廃止する必要がある」(90)とし，その後，「総海務官，
江務官，副江務官，江務事務員，総港務官，港務官，副港務官，およ
び港務事務員等を廃止」(91)した。
　しかし岸本は，中国海関を離れる前に，六千名余りの関員の給与と
配置の問題を処理しなければならなかった。この問題をめぐっては，
彼にとって最も重要な日本人と中国人の処長二名が，厳しく対立した。
財務処長の裘倬其と人事処長の井戸川一である。日本軍の最終作戦の
ための資源を守るため，井戸川は可能な限り海関の支出を抑制しよう
とした。裘倬其はこれに断固として反対したが，岸本は日本人として，
やはり日本軍に屈服するほかなかった。彼は，井戸川の提言を採用し，
1001名の日本人関員に離退職金を発給した後 (92)， 8月23日に辞職し
た。岸本は裘倬其を総税務司に任命したが，裘は拒絶し，重慶政府が
人員を派遣して上海総税務司署を接収するまで，財政処長として総税
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務司職を代行した (93)。
　 1945年 9月 2日，丁貴堂とR. G. エベレスト（R. G. Everest）が上海に
到着し，上海総税務司署を接収した (94)。丁が上海に現れる前，日本人
関員たちは，「海関の隅々までしっかりと守って」おり，地方海関で
は，日本軍も海関資産の保全に協力していた。

　結　論

　膨大かつ詳細なことで知られる海関資料にあって，海関内部の公文
書による討論の中で，岸本広吉が意見を表明している事例は少ない。
ちなみに筆者は岸本広吉が残した個人的な書簡をまだ一通も目にした
ことがない。だが，岸本の下で働いた中国人関員たちはみな，彼が叡
智を具え，思いやりと節度があって有能な関員であったと回想してい
る。 倉作助の下で勤務した王文挙は岸本を「聡明で，政治上の嫌疑
を免れた」(95)と評価していた。林楽明は，「岸本は仲介者としての微妙
な立場を利用し，中国人幇弁の張鴻奎を日本憲兵隊から救出した」(96)

と指摘する。一方，海関 案から子細に岸本広吉を観察すると，彼が
様々な困難や危険に立ち向かっていった様子が分かる。1937年の日中
戦争勃発後，英国人総税務司メーズと日本人総務科税務司岸本広吉と
いう二人の総税務司の庇護の下で，中国人関員たちは，日本への直接
的な協力に従事することから免れていた。真珠湾攻撃が勃発するとメー
ズは免職され，次いで総税務司となった岸本広吉が行った改革は，19

世紀から残されて来た時代遅れの弊害を数多く修正するものであった。
彼が行った施策は日本や汪政府にある程度有利なものではあったが，
それと同時に，中国人関員をできる限りで保護しようとしたものでも
あったことがうかがえる。
　表面的には，岸本広吉は汪政府に忠誠を尽くしており，駐華日本軍
の利益と衝突することはなかったように見えるかもしれない。しかし，
実際上，華中でこそ海関と日本軍との衝突は比較的少なかったものの，
華南の海関では衝突が極めて多く発生した。さらに華北について見れ
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ば，岸本の海関は華北政務委員会から苛斂誅求を受けた。上述の問題
は，岸本の置かれた苦境を完全に反映していた。
　 1941年を英国勢力が中国海関から「完全撤退」した年ととらえるな
ら，1945年は日本勢力が「完全撤退」した年である。岸本は，中国人
関員に離退職金を支払わなかったが，日本人関員全員を解雇し，総税
務司の地位からも完全に退いた。彼の離職時，海関の制度は保全され，
案は取り揃えられていたため，上海総税務司署を接収した丁貴堂は，
海関およびその独特な管理制度はなおも存在の価値があると国民政府
に証言することとなったのである。
　岸本と日本人関員が，汪政府と駐華日本軍による圧力の下でも大局
の安定を維持させるべく尽力して来たこともまた，否定できない。日
本人関員の大部分は日中戦争が始まる前から中国海関に勤務しており，
中には，辛亥革命の前から勤務していたベテラン関員すらいた。彼ら
の勤務の成果と中国海関に対する貢献は，1941年から1945年までの行
為のみによって功罪を結論づけられるものではない。日本人関員の中
には，井戸川一のように日本軍の利益維持に努めた者もいたが，岸本
広吉に近い考え方で，公務に励み法律を遵守する立場から，海関にお
いてその職責を果たし，戦争の一日も早い終結を期待していた者も少
なくなかった。結局のところ，当時の状況の中では，全ての人々が二
つの最悪な選択肢の中から，幾分かはましな方を選択するほかなかっ
たのである。
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表 1
1940，1942，1943，1944年の海関における日，中，外国籍内班関員

メーズ時代
の海関官級

岸本時代の
海関官級

中国籍
給与

外国籍
給与

1940 1942 1943 1944

日
本
中
国
外
国
日
本
中
国
外
国
日
本
中
国
外
国
日
本
中
国
外
国

税務司 税務司

一級 1250 1875

3 4
18
7
6

6 7 8 9 10 11 12 13 14
二級 1100 1650
三級 1000 1500
四級 900 1350

副税務司 副税務司 700 1050 3 11
17
1
6

7 16 3 7 14 3 8 11 1

特等幇弁，
一級，二級

設置せず 0 1
3
0
2
設置せず

超等幇弁，
超級，
甲級，乙級

税務官
一級 650 975

0 53
9
3
4

1 45 4 1 46 4 0 54 3二級 600 900
三級 550 825

一等幇弁，
甲級，乙級

税務官
四級 500 750

1 68
1
0
2

4 43 0 4 47 0 6 40 0
五級 450 675

二等幇弁，
甲級，乙級

税務官
六級 400 600

0 62
0
0
0

12 36 0 11 37 0 21 48 0
七級 350 525

三等幇弁，
甲級，乙級

税務官 八級 300 450
2 29

0
0
0

24 31 0 26 42 0 24 49 0
副税務官 一級 250 375

四等幇弁，
甲級，乙級

副税務官
二級 200 300

0 4
0
0
0

15 6 0 33 8 0 30 6 0
三級 175 274

等級外
及署理幇弁

未設置 37 3
0
0
0
設置せず

注：1940年の “外国 ” とはイギリス，アメリカ，その他の順で人数を表記している。
Source: Service List, 1940 (Shanghai: Statistical Department of the Inspectorate General of 
Customs), 1–18.
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表 2：岸本広吉総税務司時代（1942–1944）の総税務司署･各地海関の主要関員
1942 1943 1944

部署・海関名 職級 姓名 国籍 入関年 姓名 国籍 入関年 姓名 国籍 入関年
総務処 処長 赤谷由助 日本 1907 杉基一 日本 1942 杉基一 日本 1942

副処長 杉基一 日本 1942 応信済 中国 1918 潘学瑜 中国 1918
秘書処 処長 杉山弥六 日本 1928 杉山弥六 日本 1928 杉山弥六 日本 1928

副処長 江辰生 中国 1923 江辰生 中国 1923 江辰生 中国 1923
漢文処 処長 丁貴堂 中国 1916 劉丙彝 中国 1914

すでに廃止
副処長 劉丙彝 中国 1914 夏廷耀 中国 1915

人事処 処長 裘倬其 中国 1915 裘倬其 中国 1915 裘倬其 中国 1915
副処長 葉正吉 中国 1923 葉正吉 中国 1923 葉正吉 中国 1923

企画処 処長 本田忠雄 日本 1942 本田忠雄 日本 1942
すでに廃止

副処長 加藤銈一 日本 1926 加藤銈一 日本 1926
審計処 処長 井戸川一 日本 1942 井戸川一 日本 1942 井戸川一 日本 1942

副処長 陳任 中国 1914 陳任 中国 1914 陳任 中国 1914
財務処 処長 克羅邇 フラ 1912 克羅邇 フラ 1912 井戸川一 日本 1942

副処長 陳瓊琨 中国 1921 陳瓊琨 中国 1921 伍漢 中国 1913
税則処 処長 根岸欣三 日本 1926 三宅忠平 日本 1942 三宅忠平 日本 1942

副処長 呉耀祺 中国 1919 呉耀祺 中国 1919 呉耀祺 中国 1919
緝私処 処長 本田忠雄 日本 1942 本田忠雄 日本 1942 本田忠雄 日本 1942

副処長 V. Muling エス 1918 V. Muling エス 1918 銭宗起 中国 1920
統計処 処長 葉元章 中国 1917 葉元章 中国 1917 葉元章 中国 1917

副処長 林国道 中国 1908 馬祈善 中国 1915 任命せず
海務処 処長 渡辺惣次郎 日本 1938 渡辺惣次郎 日本 1938 渡辺惣次郎 日本 1938

副処長 P. I. Tirbak 南ス 1921 P. I. Tirbak 南ス 1921 P. I. Tirbak 南ス 1921
秦皇島関 海関長 中濱義久 日本 1940 藤崎鋭樹 日本 1939 桝谷秀夫 日本 1943

分関長 古賀亀男 日本 1907 安垣榮一 日本 1938
津海関 海関長 黒沢二郎 日本 1939 黒沢二郎 日本 1939 小山田晃一 日本 1925

副海関長 飯田謙 日本 1939 三由政一 日本 1943 三由正一 日本 1943
北京分関長 原田信行 日本 1939 田中悌四郎 日本 1939 田中悌四郎 日本 1939

東海関 海関長 佐島忠夫 日本 1939 飯田謙 日本 1939 飯田謙 日本 1939
龍口分関長 松岡憲二 日本 1939 劉謨璿 中国 1932 劉謨璿 中国 1932
威海衛分関長 田中悌四郎 日本 1939 原田信行 日本 1939 原田信行 日本 1939

膠海関 海関長 石井孝助 日本 1915 石井孝助 日本 1915 藤崎鋭樹 日本 1939
副関長 A de Gherardi イタ 1921 A de Gherardi イタ 1921 二木彦一 日本 1916

江海関 海関長 赤谷由助 日本 1907 谷岡勝美 日本 1942 黒沢二郎 日本 1939
副関長 小山田晃一 日本 1925 小山田晃一 日本 1925 盧壽汶 中国 1915
南京転口税
徴収所長

奧田信清 日本 1938 廃止

廈門関 海関長 K. E. Jordan デン 1911 K. E. Jordan デン 1911 K. E. Jordan デン 1911
副関長 中川陸三 日本 1917 中川陸三 日本 1917

潮海関 海関長 高橋明 日本 1936 松岡憲二 日本 1939 高橋明 日本 1936
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海関
兼管三水関

海関長 藤崎鋭樹 日本 1939 根岸欣三 日本 1926 根岸欣三 日本 1926
副関長 蕭廷均 中国 1907 蕭廷均 中国 1907
江門分関長 濱野憲郎 日本 1936 山田直志 日本 1939 根岸欣三 日本 1926

瓊州関 海関長 原俊雄 日本 1938 原俊雄 日本 1938 原清治 日本 1942
江漢関／
江漢関
転口税局

税務官弁理
江漢関事務
／主任

方博 中国 1930 末次晋 日本 1943 末次晋 日本 1943

杭州関
転口税局

局長

未設置

中川陸三 日本 1917

蘇州関
転口税局

局長 森俊雄 日本 1944
無錫分局長 陳関松 中国 1929

蚌埠関
転口税局

代理局長 蟹江不二雄 日本 1944

安慶関
転口税局

代理局長 芳尾得二 日本 1944

海関転口税 所長

未設置

応信済 中国 1918 応信済 中国 1918
徴収所

副所長 奥田信清 日本 1938
南京総所
海関転口税
蕪湖徴収
分所

分所長 藤田巖 日本 1941 藤田巖 日本 1941

海関転口税
寧波徴収所

所長 三村平八 日本 1938 松崎進 日本 1938

出典：上海図書館『海関職員録』，第68期（上海：上海総税務司公署統計処，1942年）。
注：国籍の，フラ，エス，南ス，イタ，デン，はそれぞれ，フランス，エストニア，
南スラブ，イタリア，デンマークを意味する。
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